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１ 広島西飛行場跡地へのスポーツ施設の整備 

⑴ 概要 

広島西飛行場跡地のスポーツ・レクリエーションゾーンに整備する多目的スポーツ広場につい

ては、令和４年３月に造成に係る工事契約を締結し、令和４年５月から現場工事に着手しました。 

 

⑵ 施設概要 

     平成２９年３月に策定した「広島西飛行場跡地利用計画」に基づき、多くの県民・市民が利用でき

る施設となるよう、県大会以上の大会が開催できる施設として、令和６年度中の供用開始を目指し、

広島市が主体となって多目的スポーツ広場を整備します。 

ア 仕様 

整備面積 １８０メートル×１８５メートル 

グラウンド 人工芝（マウンド、ホームベース周辺を除く） 

付帯設備 簡易照明設備、防球ネット、管理棟、駐車場 等 

イ 平面図 

 

 

ウ イメージパース 

 

⑶ 完成及び供用開始（予定） 

ア 完成 

令和６年度中 

イ 供用開始 

令和６年度中 

２ 戸山地域・湯来地域活性化プランの推進 

⑴ 概要 

本市では湯来地域を含む中山間地域の活性化に取り組んでおり、スポーツ振興課では平成３０年度

から湯来地域の運動施設の有効活用について取り組んでいます。また、地域住民や地元事業者等で構成

する戸山地域・湯来地域活性化推進協議会において、戸山・湯来地域の活性化の検討を行い、令和４年

３月に「戸山地域・湯来地域活性化プラン」（以下「活性化プラン」という。）を策定しました。活性化

プランでは、「“温泉×スポーツ”の魅力づくり」を基本方針の一つとして掲げ、温泉とスポーツ資源等

を掛け合わせた取組を行うこととしています。 

 

⑵ 「“温泉×スポーツ”の魅力づくり」事業 

湯来地域の歴史ある温泉や、自然を活用したアクティビティ、本市のトップチームが多く存在する恵

まれたスポーツ環境をつなぎ合わせ、市内外のトップアスリートからアマチュアチームまで幅広く、宿

泊を伴うスポーツ合宿などを誘致することで、交流人口及び滞在時間の増加を図り、地域全体に賑わい

を創出します。 

 

⑶ これまでの取組 

スポーツ選手が湯治や合宿に訪れる地域だと広くアピールすると同時に、スポーツ合宿の環境を充

実させるため、地域にあるスポーツ施設の整備を進めています。 

（これまでに実施したモデル合宿） 

・ＪＴサンダーズ広島及び広島ドラゴンフライズの選手による合同合宿と合同スポーツ教室 

・イズミメイプルレッズの選手によるクアハウス湯の山を利用したトレーニング 

・サンフレッチェ広島ユース等の日帰り合宿 

・トップス広島バレーボール学校サマー合宿 

・参加者募集型の湯来スポーツ合宿（サッカー） 

 

⑷ これからの取組 

地域をアピールするためのモデル合宿等を継続しつつ、合宿・アクティビティ等のパッケージ化や、

問い合わせ対応のワンストップ化により合宿誘致を本格的に進めていきます。また、合宿地として選ば

れるために、湯来体育館に空調機の新設導入やトレーニング室のウエイト器具の補充、湯来南運動広場

に少年サッカーや野球等で利用できる人工芝の整備などのスポーツ施設の整備にも取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

【別紙２】 
 

（ＪＴサンダーズ広島及び広島ドラゴンフライズの選手による合同スポーツ教室） 

（地域の自然を活用したアクティビティ） （人工芝グラウンドの整備イメージ） （トップス広島バレーボール学校サマー合宿） 


